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　昨年に続き、今年も梅雨時に各地で酷い
水害被害が出てしまった。温暖化のせいな
のかどうかはよくわからないが、なんかこ
う季節というものの想定すべき形がゆっく
りと変化しているようにも感じられる。日
本も乾季・雨季の二季になってしまうのだ
ろうか。
　水害で土砂が家々に入り込んでしまうと、
まずそれを取り出すだけでも大変な手間が
かかる。それだけではなく、強大な圧力で
家屋を破壊して流れていくのがほとんどだ
から、当然家屋も修理しなければならない。
道路すらまともに通れない状況で作業は難
航するだろう。我が身に降り掛かったらど
うなるだろう、と思いながらテレビの向こ
うを見つめる日々である。
　今、かるく「修理」という言葉を使った
が、これには注意が必要だ。修理をするの

はそこに住み続ける前提があるからで、他
の場所へ行ってしまうのであれば、修理す
る必要はない。修理してでも住み続けなけ
ればいけない理由があるか、修理したほう
が移住するより何らかのコストが安価（具
体的に出費の問題かもしれないし、人間関
係再構築にかかる社会コストかも知れない）
である場合に限り、修理することになるだ
ろう。土砂に覆い尽くされて土木からやり
直さなければならないような状況に陥った
とき、それでも修理するという強いモチベ
ーションがどこから出てくるかが問題だ。
　一次産業に従事しており、基本的にその
土地をベースとして収入を得ている場合で
あれば、修理は当然のものとして行われる
ことになるだろう。その土地の環境が大事
なのだから、そこから離れるといことは生
き方をかえるということであり、コストは

非常に高価なものとなる。コミュニティの
成員、大半がそういう方々であれば、修理
しないという選択自体存在しないかも知れ
ない。結果としてコミュニティは維持され
るだろうし、全体として再建へ向かい、再
び訪れるかもしれない、次の災害を待ち受
けることになる。
　一方で、収入源がその土地に深く結びつ
いていない場合、土木からやり直すコスト
より、移住するコストの方が安価になる場
合が多いのではないだろうか。若年世帯で
あれば、次に同規模の災害が発生するまで
の数十年あろうことを想定すると、修理は
充分合理的な選択だろう。修理により人間
関係の再構築コストを安価に抑えることが
できるし、プレゼンスを強化することもで
きる。しかし、そもそも勤め人であって、
会社へ行ければいいのであれば、その場所

「岩手じゃクマがバスを待つ」 坂口  裕 　

　今年も岩泉に行ってきました。昨年の傷跡はまだまだ残ってい
て、橋に丸太がぶっ刺さってたり、川の近くでは一階がおそらく
出水によりぶち抜かれてしまって、誰も住んでなさそうな民家な
どが点々と存在していたりなどがあったため、まるっきり元通り
ということではなさそうでした。それでも崩落した道路が通行で
きるようになっていたり、町内の店舗には客足が途絶えなかった
りと、徐々に以前の姿を取り戻しつつあるようです。
　で、龍泉洞温泉ホテルのお土産売り場に行ってみると、以前は
売っていた岩泉ヨーグルトがありませんでした。ヨーグルトを作
っていた岩泉乳業は昨年の台風 10 号被害により甚大な被害を受
け、ヨーグルトを作れない状態になっていたわけです。結果とし
て、冷蔵ケースから飲むヨーグルトなどが消えていました。で、
そのかわりに売ってたのがキットカット。2012 年以降、三陸
鉄道と一緒に復興支援をしてくれているようです。その縁なのか、
キットカットの岩泉ヨーグルト的バージョンが発売されてました

ので、お土産として箱買いしてきました。今年中には岩泉ヨーグ
ルトが復活するようなので、来年は風呂上がりに味わえるでしょ
う。この他台風 10 号の写真集も売ってました。例の長靴忘れて
おんぶおばけが出現した道の駅では、まだ串焼き肉のお店が復活
しておらず、レジャーテントの下でコロッケとかメンチカツとか
を販売をされていました。道の駅の裏側はまだまだ整備が終わっ
ておらず ... とりあえず合掌して帰ってきました。ちなみに小本
の痛車はなんか表から見えないところに移動してました。何かあ
ったのかしら。気になります。
　ちなみに田老の方でも、津波で工場から店舗から流された田中
菓子舗が国道沿いに新しい店舗を作ってたり、町に一軒しかない
コンビニがプレハブから本建築に変わっていたり、地元の蕎麦屋
さんが空き地に蕎麦を植えて地産地消してたりと進展が見られま
した。
　https://nestle.jp/brand/kit/kittozutto/biglittle_yogurt/

キットカット Big リトル 岩泉ヨーグルトを目指して作った 
ヨーグルト味 35g
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に固執する理由はまったくない。その場合、
同じ通勤距離の別の場所に移るというのは
充分合理的判断となる。他方老年世帯の場
合、修理したとして、はたして何年それが
使えるか、という問題が出てくる。どうせ
修理の間は別の場所で過ごさなければなら
ないのだから、だったらいっそ残りの年月
を別の場所に移してしまった方が安価であ
る、という判断が出てくるのも無理はない。
かくして、収入をその場所に依存していな
い世帯にとって、修理することは選択肢の
一つでしか無いし、しかも時間がかかると
いうデメリットを内包している。
　ここにもう一つ問題があり、そもそも修
理できるためには、修理できるヒトがいな
いといけない。今までコミュニティが存続
してきたことを考えると、統計的に日々発
生する破損に対応できる程度のリソースは
あるのだろう。しかし、コミュニティの存
続自体が脅かされるような状況の場合、そ
れに対応できるほどのリソースはもはや存
在していないかもしれない。その場合コミ
ュニティの外部から調達することになり、
修理のコストも時間もかさむことになる。
修理に対してますます腰が引けてくるので
はなかろうか。
　以上はコミュニティの成員側だが、これ
とは別に行政機関として役所というものが
ある。役所はあきらかにその場所に紐付い
ている組織体であって、その場所の存続と
役所の存続は表裏一体である。そのため、
災害が発生すると、何よりもまず復旧を第
一目的として動くことになる。しかしなが
ら、役所を存在たらしめているのはその場
所のコミュニティであり、コミュニティの
成員がその場所から離れる選択をしてしま
ったら、そもそも復旧にどれだけの意味が
あるかはたいへん悩ましい。もちろん出て
いくヒトがあるなら入ってくるヒトもあり
●うる●のだから、完全にムダということ
はないだろう。修理を選択しないことによ
りコミュニティは維持できないかもしれな
いが、復旧した環境に流入してくる人口に
より、自治体自体は維持できるかもしれな
い。まあ、復旧前の人口が減少傾向であっ

たのなら、復旧を越えた改善とかテコ入れ
とかしない限り、人口流入の見込みはない
と考えるのが普通じゃなかろうか。今まで
日本の地方が維持されて来たのは、主とし
て一次産業に従事するコミュニティが機能
することができていたからではないだろう
か。その環境が収入源だから、守る方向に
力を入れる。結果コミュニティが維持され、
環境が整備され、好循環になるわけだ。そ
うなると、その場所から離れるコストより、
修理するコストの方がコミュニティとして
安価となる。隣の畑が荒れてしまうと自分
の畑に影響が出るわけだから、それを排除、
すなわち整備する圧力が働くわけだ。そう
してある程度の平衡条件が保たれてきたの
だろう。
　だが、ここへ来てなんかバランスが狂っ
てしまった。老年世帯が増える一方となり、
人口も減って、そもそも買い物できる店舗
すら維持できないほど疲弊してしまったコ
ミュニティに壊滅的災害が発生した場合、
これに立ち向かえるリソースは役所以外の
どこにも存在しないだろう。とは言っても
役所そのものにリソースがあるわけではな
いから、どこかから調達してくることにな
る。当然毎年のメンテナンスに比べたら莫
大なコストが必要となるわけだから、どこ
からかお金も調達してこないといけない。
そのお金は外部から来るわけだが、それを
支払う外部の人間はその土地から恵みを受
けていないのだから、高いだの贅沢だの、
そりゃ文句言うわな。うまく行っても原状
復帰、悪くなると
何かを諦めざるを
えなくなる。すな
わち、完全復旧は
不可能であって、
なんらかの劣化を
伴わざるを得ない。
そうして頑張って
復旧したとして、
コミュニティの成
員が戻ってこない
のであれば、本末
転倒だろう。どの

みち消滅するのであれば、そもそも復旧に
力を入れるべきかどうか、大変むずかしい
判断が必要になってくる。そこを冷静に正
しく判断できるヒトなどいるだろうか？お
そらくいないだろうから、様々な混乱が沸
き起こることになるだろう。でまあ、これ
と同じ構図はマンションの立替とかでも起
こってるだろう。都市部の需要が高い立地
であれば、新しいヒトが入ってくるかもし
れない。その入ってくるヒトたちはどこか
から移って来たヒトたちであって、元いた
コミュニティは出ていった分だけ衰退する
ことになる。これが外側へ外側へと繰り返
され、地方が疲弊していくわけだ。カリフ
ォルニアにいた時、なんでゴーストタウン
とかできるんだろうとか思ってた。でも、
こうして考えてみると、そもそも「そこに
いる理由」がないのなら、わざわざ修理な
どしないのも当たり前だ。そもそもそこに
居なかった人々が作った町なのだから、や
ってきた理由である金鉱が枯れたなら、霧
散するのは当たり前だ。
　ICT は時間や場所の制約を緩和する方向
に働くため、特定の場所を保護する方向と
は真逆を向いている。人手が絶えてしまっ
た地方は徐々に森に還っていくことになる。
蘇った森は自然を育む。今後クマとの戦い
はますます激しくなっていくことだろ。

Hiroyasu Sakaguchi
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